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【発行日】平成26年7月3日(2014.7.3)
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【手続補正書】
【提出日】平成26年5月15日(2014.5.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の一実施形態によれば、水からイオンを除去するための装置であって、該装置に
はハウジング（３１）が設けられ、該ハウジングが、
　ハウジング（３１）内に水を流入させるための水入口（３２）と、
　ハウジング（３１）から水を流出させるための水出口（３３）と、
　第１および第２の電極（２１、２２）であって、第１および第２の電極（２１、２２）
間に電位差を加えるための電力コントローラ（ＰＣ）に接続される第１および第２の電極
（２１、２２）と
を備え、
　前記装置が、第１および第２の電極間で流れる水の第１の部分の流速を第１および第２
の電極間で流れる水の第２の部分に対して調整するように構成されて配置される速度調整
器（６４）を備え、この速度調整器（６４）が多孔質材料からなり、多孔率が速度調整器
（６４）の中心から電極（２１，２２）のうちの一方へ向けて増大する、装置が提供され
る。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明のさらなる実施形態によれば、本発明はイオンを除去するための方法に関し、該
方法は、
　ハウジング（３１）内に第１および第２の電極（２１、２２）を設けるステップと、
　第１および第２の電極（２１、２２）間に電位差を与えるステップと、
　第１および第２の電極（２１、２２）間で水がハウジングの入口（３２）からハウジン
グ（３１）の出口（３３）に流れることができるようにするステップと、
　多孔質材料からなる速度調整器（６４）によって水の第１の部分の流速を水の第２の部
分に対して調整するステップと
を備える。なお、多孔質材料の多孔率は速度調整器（６４）の中心から電極（２１，２２
）のうちの一方へ向けて増大している。
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【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハウジング（３１）が設けられた、水からイオンを除去するための装置であって、
　前記ハウジングが、
　該ハウジング（３１）内に水を流入させるための水入口（３２）と、
　該ハウジング（３１）から水を流出させるための水出口（３３）と、
　電力コントローラ（ＰＣ）に接続されて間に電位差が与えられる第１の電極（２１）お
よび第２の電極（２２）と
を備え、
　当該装置が、前記第１の電極と前記第２の電極との間で流れる水の第１の部分の流速を
前記第１の電極と前記第２の電極との間で流れる水の第２の部分に対して調整するように
構成されて配置される速度調整器（６４）を備え、
　前記速度調整器（６４）が多孔質材料からなり、その多孔率が前記速度調整器（６４）
の中心から前記第１の電極（２１）と前記第２の電極（２２）のうちの一方にかけて増大
している、装置。
【請求項２】
　前記速度調整器（６４）が、水の前記第１の部分の流速を水の前記第２の部分の流速と
比べて減少されるように調整するべく構成されて配置される、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　水の前記第１の部分が、水の前記第２の部分よりも前記第１の電極または前記第２の電
極からより離れて流れる、請求項１または２に記載の装置。
【請求項４】
　水の前記第１の部分が前記速度調整器（６４）の中心（６３）を通じて流れる、請求項
１～３のいずれか一項に記載の装置。
【請求項５】
　水の前記第２の部分が前記速度調整器（６４）の縁部（６２）を通じて流れる、請求項
１～４のいずれか一項に記載の装置。
【請求項６】
　水の前記第２の部分が前記速度調整器（６４）において前記第１の電極と前記第２の電
極のうちの一方の付近で流れる、請求項１～５のいずれか一項に記載の装置。
【請求項７】
　前記速度調整器（６４）が、水の流速を調整するように調整され得る流れ抵抗を有する
材料からなる、請求項１～６のいずれか一項に記載の装置。
【請求項８】
　前記速度調整器（６４）が多孔質材料からなり、前記速度調整器の前記中心（６３）の
流れ抵抗が前記縁部付近よりも大きく、それにより、前記速度調整器（６４）の前記中心
を通過する水の速度が前記速度調整器（６４）の前記縁部を通過する水と比べて低下され
る、請求項１～７のいずれか一項に記載の装置。
【請求項９】
　前記速度調整器（６４）の流れ抵抗が、前記第１の電極（２１）および前記第２の電極
（２２）のうちの一方の近傍から前記速度調整器（６４）の前記中心へ向けて連続的に増
大する、請求項１～８のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１０】
　前記速度調整器６４が、スペーサに沿って設けられ、スペーサの外側に設けられ、また
は、スペーサに組み込まれる、請求項１～９のいずれか一項に記載の装置。
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【請求項１１】
　前記速度調整器（６４）が、グリッド構造とされたスペーサを備え、該グリッド構造は
、前記スペーサを通じて流れる水の速度を調整するために前記第１の電極および前記第２
の電極に対して移動されおよび／または回転される、請求項１～１０のいずれか一項に記
載の装置。
【請求項１２】
　前記速度調整器（６４）が、前記第１の電極と前記第２の電極との間に複数の層を有す
るスペーサを備え、前記第１の電極と前記第２の電極に近い前記層が低い流れ抵抗を有し
、前記第１の電極と前記第２の電極からより離れた前記層が比較的高い流れ抵抗を有する
、請求項１～１１のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１３】
　前記層には、第１の方向で低い流れ抵抗を有しかつ第２の方向でより高い流れ抵抗を有
する多孔質材料が設けられ、前記第１の電極と前記第２の電極に近い前記層は、前記第１
の方向が水流方向にほぼ等しいように方向付けられる、請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記第１の電極と前記第２の電極からより離れた前記層が、前記第２の方向が前記水流
方向にほぼ等しいように方向付けられる、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記速度調整器は小チャネルが設けられる材料からなり、前記第１の電極と前記第２の
電極に近い領域の前記小チャネルの断面が前記速度調整器（６４）の前記中心の前記小チ
ャネルの断面より大きくなり得る、請求項１に記載の装置。
【請求項１６】
　前記速度調整器は、スペーサを閉鎖するが幾つかの前記小チャネルを前記スペーサの長
手方向に有する材料からなり、前記小チャネルを通じて水が一方側から他方側に通過でき
、縁部付近の領域の前記小チャネルの全断面が前記速度調整器（６４）の中心領域の前記
小チャネルの全断面より大きくなり得る、請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　イオンを除去するための方法であって、
　ハウジング（３１）内に第１の電極（２１）および第２の電極（２２）を設けるステッ
プと、
　前記第１の電極（２１）と前記第２の電極（２２）との間に電位差を与えるステップと
、
　前記第１の電極（２１）と前記第２の電極（２２）との間で水が前記ハウジングの入口
（３２）から前記ハウジング（３１）の出口（３３）に流れることができるようにするス
テップと、
　多孔質材料からなる速度調整器（６４）によって水の第１の部分の流速を水の第２の部
分に対して調整するステップと
を備え、
　前記多孔質材料の多孔率が前記速度調整器（６４）の中心から前記第１の電極（２１）
と前記第２の電極（２２）のうちの一方にかけて増大している、方法。
【請求項１８】
　水の前記第１の部分の流速が水の前記第２の部分の流速よりも低く、水の前記第１の部
分が水の前記第２の部分よりも前記第１の電極と前記第２の電極から離れて流れる、請求
項１７に記載の方法。
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